
安
倍
晋
三
首
相
の
友
人
が
理
事

長
の
学
校
法
人
「
加
計
学
園
」（
岡

山
市
）
が
獣
医
学
部
を
新
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
上
旬
、

文
部
科
学
省
の
前
川
喜
平
事
務
次

官
（
当
時
）
が
、
和
泉
洋
人
首
相

補
佐
官
に
呼
ば
れ
て
国
家
戦
略
特

区
で
獣
医

学
部
新
設

の
手
続
き

を
進
め
る

よ
う
求
め

ら
れ
た
と

文
科
省
職

員
に
話
し

て
い
た
こ

と
が
同
省

関
係
者
の

証
言
で
分

か
り
ま
し

た
。文

科
省

が
獣
医
学

部
の
新
設

に
難
色
を

示
し
て
い

た
時
期
に

内
閣
府
だ

け
で
な
く

首
相
周
辺
か
ら
も
働
き
か
け
が
あ
っ

た
疑
い
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
前
川
氏
は

昨
年
９
月
上
旬
、
内
閣
官
房
で
地

方
創
生
を
担
当
す
る
和
泉
洋
人
首

相
補
佐
官
か
ら
官
邸
に
呼
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
席
で
、
和
泉
氏
は
前

川
氏
に
、
国
家
戦
略
特
区
で
獣
医

学
部
を
新
設
す
る
た
め
文
科
省
が

早
く
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
要
求

し
た
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
前
川
氏
は
「
最

終
的
に
は
大
臣
が
判
断
さ
れ
る
こ

と
」
と
し
て
明
言
を
避
け
ま
し
た
。

当
時
、
文
科
省
は
告
示
で
獣
医

学
部
の
新
設
を
禁
じ
て
お
り
、
許

可
す
る
に
は
、
農
林
水
産
省
が
獣

医
師
の
数
が
足
り
な
い
と
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
。
農
水

省
が
獣
医
師
数
は
足
り
て
い
る
と

い
う
立
場
だ
っ
た
の
で
、
新
た
な

獣
医
学
部
は
必
要
な
い
と
の
姿
勢

で
し
た
。

「
加
計
学
園
へ
の
伝
達
事
項
」

と
い
う
文
科
省
の
内
部
文
書
で
は
、

既
存
の
獣
医
学
部
と
の
差
別
化
を

は
か
る
こ
と
を
「
よ
く
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
明
記
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
獣
医
学
部
と
し
て

全
国
最
多
と
な
る
１
６
０
人
の
定

員
に
つ
い
て
も
、
「
具
体
的
需
要

の
説
明
が
必
要
だ
」
と
し
て
、「
設

置
申
請
に
向
け
て
、
教
員
確
保
や

施
設
整
備
、
資
金
計
画
な
ど
、
万

全
な
準
備
を
」
と
加
計
学
園
に
求

め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
姿
勢
で
い
る
文
科
省

に
対
し
て
内
閣
府
は
昨
年
秋
、
獣

医
学
部
の
２
０
１
８
年
４
月
開
学

は
「
官
邸
の
最
高
レ
ベ
ル
が
言
っ

て
い
る
こ
と
」
と
迫
り
、
「
総
理

の
ご
意
向
」
と
重
ね
て
求
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
が
記
さ
れ

た
文
科
省
の
内
部
文
書
を
、
前
川

氏
は
「
本
物
」
と
認
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
１
月
、
獣
医
学
部

特
区
の
公
募
が
行
わ
れ
、
応
募
は

加
計
学
園
の
み
。
学
部
新
設
に
大

き
く
動
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
を
見
れ
ば
、
抵

抗
す
る
文
科
省
を
「
総
理
の
ご
意

向
」
で
ね
じ
伏
せ
た
結
果
で
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（２） ２０１７年６月４日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３８０

首
相
補
佐
官
が
直
接

総
理
の
意
向
伝
え
る

学
校
法
人
「
加
計
（
か
け
）
学
園
」
が
進
め
る
獣
医
学
部
新

設
に
か
か
わ
っ
て
、
加
計
孝
太
郎
理
事
長
の
盟
友
と
さ
れ
る
安

倍
総
理
の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
が
疑
い
な
い
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

６
月
１
日
に
発
表
さ
れ
た
千
葉

県
の
補
正
予
算
案
に
、
保
育
士
給

与
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
市
町
村

へ
の
補
助
金
が
５
億
５
千
万
円
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
は
民
間
保
育
所
に
勤
務
す

る
常
勤
保
育
士
（
非
正
規
含
む
）

で
、
市
町
村
が
給
与
引
き
上
げ
の

補
助
事
業
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の

半
額
を
県
が
補
助
す
る
も
の
で
す

（
上
限
額
１
万
円
）。
た
だ
し
、
す

で
に
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
場

合
は
、
現
在
の
引
き
上
げ
額
を
拡

充
し
た
場
合
の
み
県
制
度
の
対
象

と
さ
れ
、
拡
充
分
を
限
度
に
県
が

補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
上

限
額
１
万
円
）。

県
子
育
て
支
援
課
に
よ
れ
ば
、

５
億
５
千
万
円
の
根
拠
は
、
県
内

の
私
立
保
育
園
の
常
勤
保
育
士
約

１
万
人
の
９
割
が
補
助
金
の
適
用

を
受
け
た
こ
と
を
想
定
し
て
計
上

し
た
も
の
で
、
今
年
度
は
半
年

分
。
来
年
度
か
ら
は
通
年
分
に
な

る
た
め
、
予
算
は
ほ
ぼ
倍
の
額
に

な
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
補
正
予
算
で
は
、
医

師
確
保
の
た
め
の
就
学
資
金
貸
付

制
度
の
対
象
人
数
を
、
当
初
予
算

の
４
８
名
か
ら
６
３
名
へ
と
１
５

名
拡
大
し
ま
す
。
看
護
師
の
就
学

資
金
で
も
５
６
０
名
か
ら
５
９
０

名
へ
と
３
０
名
拡
大
す
る
な
ど
、

県
民
の
声
を
反
映
し
た
部
分
も
あ

り
ま
す
。

た
だ
、
医
師
も
看
護
師
も
必
要

と
さ
れ
て
い
る
人
数
か
ら
み
れ

ば
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
同
じ
日
に
公
表

さ
れ
た
「
国
の
施
策
に
た
い
す
る

重
点
提
案
・
要
望
」
（
案
）
で

は
、
「
北
千
葉
道
路
の
早
期
整

備
」
「
東
京
外
郭
環
状
道
路
の
建

設
促
進
」「
第
二
東
京
湾
岸
道
路

の
早
期
具
体
化
」
「
八
ッ
場
ダ
ム

建
設
事
業
の
早
期
完
成
」
な
ど
、

不
要
不
急
の
大
規
模
開
発
が
並
ん

で
お
り
、
三
期
目
の
森
田
県
政
の

姿
勢
が
表
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

首
相
主
導
の
国
家
戦

略
特
区
で
新
設
要
求

保
育
士
給
与
補
助

月
額
上
限
１
万
円

医
師
と
看
護
師
確
保

の
予
算
も
増
額

不
要
不
急
の
巨
大
事

業
推
進
に
前
の
め
り

具
体
的
な
検
討
や
説

明
を
求
め
る
文
科
省

文
科
省
の
抵
抗
を
押

し
切
る
総
理
の
意
向

当
時
文
科
省
は
獣
医

学
部
の
新
設
を
禁
止


